
       

徳
川
の
遠
租
は
清
和
源
氏
と 

 
 

 
 

言

わ
れ
源

義

家

の
孫

の
源

義 

重

が
上
野

こ
う
ず

け

の
国 く

に

・
群

馬

県

の
新

田
郷
に
移
り
住
み
新
田

に

っ

た

義
重
と

名
乗
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
九
代

目

に
松

平

の
租

と
な
っ
た
松

平

親 ち
か

氏 う
じ

が
出
ま
し
た
。 

親
氏
は
時
宗

じ
し
ゅ
う

の
僧
と
な
り
徳

阿
弥
と
名
乗
っ
て
諸
国
を
流
浪

し
ま
し
た
。
や
が
て
三
河
に
入
る

と
、
加

茂

郡

松

平

郷

の
土

豪

、

松

平

太

郎

左
衛
門
尉

ざ

え
も

ん
の
じ
ょ
う

在

原

信

重
の
婿
と
な
っ
て
還
俗
し
、
松
平

親

氏

と
名

乗

っ
た
の
が
徳

川

の

始
租
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
す
。 

      

 

岡

崎

市

明

大

寺

町

の
「
六

所

神
社
」
は
、
親
氏
が
松
平
郷
の
松

平

東

照

宮
か
ら
二
、
五
㎞
ほ
ど

東
に
位
置
す
る
六
所
山
に
宮
城

県

塩

釜

郷

の
六

所

大

明

神

を

勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、 

家
康
の
祖
父
の
松
平
清
康
が

安
城
市
か
ら
移
り
、
明
大
寺
に

あ
っ
た
岡

崎

城

を
現

在

の
地

に

移
し
建
て
て
入
居
し
た
時
、
そ
の

六
所
大
明
神
を
、
豊
田
市
松
平

郷
の
六
所
山
か
ら
、
岡
崎
市
明

大
寺
町
に
移
し
、
家
康
誕

生
の

際
に
は
産
土

う
ぶ
す
な

神 か
み

と
し
て
拝

礼
を

受
け
た
と
言
う
こ
と
で
す
。 

六

所
神

社

の
本

殿
、
幣

殿
、

拝

殿

は
三

代

徳

川

家

光

が
建

立
し
た
も
の
で
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

六
所
神
社
の
祭
神
は
塩
釜
様

で
古
来
「
安
産
の
神
」
と
し
て
名

高
く
、
家
康
の
産
土
神
と
言
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
は
安
産
祈

願

の
神

社

と
し
て
住

民

の
厚

い

祈
念
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

         

豊

田

市

松

平

郷

の
松

平

東

照

宮

は
「
松

平

氏

館

跡

」
即

ち

松
平
親
氏
が
居
館
を
構
え
た
跡

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

松
平
姓
を
徳
川
に
あ
ら
た
め

た
の
は
一
五
六
六
年
に
家
康
が

三
河
を
統
一
し
、
三
河
全
土
を

支
配
下
に
収
め
た
時
で
し
た
。 

松
平
家
康
が
三
河
を
統
一
し

た
の
で
、
三

河

の
長

官

で
あ
る

「
三
河

み
か
わ
の

守 か
み

」
に
任
官
し
た
い
と
考

え
、
朝
廷
に
申
請
し
た
の
で
す
が
、

当
時
は
何
よ
り
も
家
柄
が
大
切

で
、
姓
が
「
松

平

」
で
三

河

守

に

任

官

し
た
例

は
な
い
と
却

下

さ

れ
た
か
ら
で
す
。 

や
む
な
く
、
祖

先

の
親

氏

が

松

平

郷

に
入

り
松

平

太

郎

左

衛
門
信
重
の
婿
に
な
っ
た
こ
と
を

理
由
に
、
家
康
は
朝
廷
に
改
姓

の
申
請
を
し
、
松
平
か
ら
、
新
田

氏
の
分
家
の
得
川(

後
に
徳
川)

に
苗
字
を
変
え
た
の
で
す
。 
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